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業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

2018 年８月６日に公表いたしました 2019 年６月期通期業績予想と、本日公表の実績に差異が生

じましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．2019 年６月期通期個別業績予想数値と実績値との差異 

 （2018 年７月１日～2019 年６月 30 日） 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想（Ａ） 5,942 15 21 14 39.57

今回修正予想（Ｂ） 6,021 1 51 17 49.96

増減額（Ｂ－Ａ） 79 △ 14 30 3 

増減率（%） 1.3 △ 93.0 142.8 21.4 

（ご参考）前期実績

（2018年６月期）
5,758 △ 61 △ 54 △ 104 △ 294.25 

 

２．業績予想数値と実績値との差異の理由  

売上高につきましては、金融緩和の継続による住宅ローン低金利や良好な雇用・所得環境、ま

た、消費税増税に伴う駆け込み需要が追い風になり、持家着工戸数は増加基調が続いたこと等に

より、前回発表予想を 79 百万円上回る 6,021 百万円となりました。 

利益面につきましては、製品在庫の見直しを行い、過剰在庫の抑制に努めた結果、生産調整の

ため工場稼動が想定よりも少なくなったこと等により、製品一枚当りの製造原価が上昇し、売上

利益率の低下につながり、前回発表予想を下回る営業利益 1百万円となりました。また、営業外

収益として 2018 年９月に発生した台風被害による保険金収入等が計上されたことにより、経常

利益 51 百万円、当期純利益 17 百万円となりました。 

 

 

以 上 

 


